
































The Acceptance and Development of Horse Breeding 












































いる（表 1）。またこれらの他に，紀元前 2 世紀前半から紀元後 1 世紀後半頃にかけて形成された低
湿地遺跡である光州新昌洞遺跡から黒漆塗り木製馬車部材［国立光州博物館 2002］が，光陽馬老山
城から統一新羅時代の装飾馬具セットや鉄製壺鐙［成正鏞ほか 2007］が出土している。
三国時代馬具は 13 例中，実に 11 例が古墳埋葬施設からの出土で，この他に山城と住居址から 1
例ずつ出土している。分布は栄山江流域とその周辺に集中し，金銀装の装飾馬具は一層その傾向が
強い（図 1）。ただし，在地を代表する墓制である甕棺に伴う出土事例は，横穴式石室に 4 基の甕棺




























実に百済Ⅳ段階，すなわち 5 世紀後葉～末にまで遡るものがある［諫早 2016a］。丁村古墳は伏岩里
3 号墳から 600m ほど東に離れた蠶崖山の斜面に築かれた一辺 30～33m の葺石をもつ方台形墳で
ある。発掘調査の結果，馬具が出土した 1 号石室を中心に，漢城期末から泗沘期にかけて甕棺，竪
穴式石槨，横穴式石室など計 14 基の埋葬施設が順次設置されたことが明らかとなった［国立羅州文
化財研究所 2017］。なお馬具が副葬されていたのは 1 号石室のみである。
1 号石室からは，ｆ字形鏡板轡 1 点，複環式環板轡 2 点，木心鉄板張輪鐙 1 対，鉄製輪鐙 1 対，















葉～末）の釜山福泉洞 23 号墳出土例（図 6-1）に続
段　階 地域 遺　跡　名 出土遺構 出　土　馬　具 出　　典
1 百済Ⅳ段階 羅州 伏岩里丁村古墳１号石室 横穴式石室 ｆ字形鏡板轡，複環式環板轡，木鉄板張輪鐙，鉄製輪鐙，板状別造辻金具，鉸具
国 立 羅 州 文 化 財 研 究 所
2017
2 百済Ⅳ～Ⅴ段階 霊光 鶴丁里大川３号墳 横穴式石室 円環轡，鑣轡片，飾金具，鉸具 木浦大学校博物館 2000
3 百済Ⅳ～Ⅴ段階 潭陽 齋月里古墳 囲石墓 鑣轡，鉄製輪鐙 崔夢龍 1976
4 百済Ⅳ～Ⅴ段階 和順 千徳里懐徳３号墳 横穴式石室 鉄製輪鐙，方形脚金具，鉸具 大韓文化財研究院 2019
5 百済Ⅴ段階 咸平 新徳古墳 横穴式石室 鑣轡，木心鉄板装壺鐙，鉢状雲珠・辻金具，鞖金具，鉸具
国立中央博物館 1999，金
洛中 2010
6 百済Ⅴ段階 羅州 伏岩里３号墳 96 年石室 横穴式石室 心葉形鏡板轡，心葉形杏葉，木心鉄板装壺鐙，鉢状辻金具 国立文化財研究所 2001
7 百済Ⅴ段階 和順 内坪里サチョン古墳 横穴式石室 鉢状雲珠 영해文化遺産研究院 2016
8 百済Ⅴ段階 海南 月松里造山古墳 横穴式石室 ｆ字形鏡板轡，剣菱形杏葉，鉄製輪鐙，馬鈴 国立光州博物館ほか 1984
9 百済Ⅵ段階 潭陽 大峙里遺跡ナ地区４号住居址 住居址 鉄製壺鐙（壺部木製） 湖南文化財研究院 2004
10 百済Ⅵ段階 麗水 鼓洛山城貯水施設１ 貯水施設 環板轡 順天大学校博物館 2003
11 大加耶Ⅲ段階 順天 雲坪里 M3 号墳 竪穴式石室 楕円形鏡板轡，木心鉄板装壺鐙，鉄環，鉸具 順天大学校博物館 2010
12 大加耶Ⅳ段階 順天 雲坪里 M4 号墳 竪穴式石室 X字形環板轡，板状辻金具，飾金具，鉸具 順天大学校博物館 2014












やはり初期資料の一つである福井県鳥越山古墳出土鉄製 f 字形鏡板轡（図 6-2）にも認められ，本





轡はこの他に複環式環板轡が 2 点出土している（図 4-2・3）。いずれも滝沢誠［1992］分類のＤ類
に該当する。両者は銜内環に違いがみられるものの，基本的なつくりは同じである。複環式環板轡
Ｄ類は朝鮮半島南部では洛東江以東地方の新羅を中心に分布し，環板の形態や捩りを加える点は大
邱時至地区 95 号石槨墓出土例（図 7-1）に近いが，丁村古墳から出土した 2 例にみられる遊環を介
して銜と環板，2 條線引手を連結する構造は，大加耶Ⅳ段階（6 世紀初～前葉）の南原斗洛里 1 号
墳出土例（図 7-2）にのみ認められるものである［諫早 2016a］。複雑に折り曲げた鉄棒の両端を環

























図 3　羅州 丁村古墳 1 号石室出土状況図（S ＝ 1/50）
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図 6　羅州 丁村古墳１号石室出土馬具の類例（1）（S ＝ 1/4）
1：釜山 福泉洞 23 号墳　2：福井 鳥越山古墳
珍しいものである（図 5-6・7）。鉄製輪鐙の形態は I 字形柄部に 1 條の踏込部をもつ木心輪鐙系から，
5 世紀後葉以降，次第に T 字形柄部や 2 條ないし 3 條の踏込部をもつ非木心輪鐙系へと変遷して
いくことがわかっており［諫早 2010a］，丁村古墳出土例は後者に該当する。踏込部のところで鉄棒






















図 7　羅州 丁村古墳１号石室出土馬具の類例（2）（S ＝ 1/4）
1：大邱 時至地区 95 号石槨墓　2：南原 斗洛里 1 号墳
図 8　羅州 丁村古墳１号石室出土馬具の類例（3）（S ＝ 1/4）
1：清州 新鳳洞 92-60 号墳　2：陜川 玉田 20 号墳　3：清州 新鳳洞 92-83 号墳
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また，蟾津江流域の順天雲坪里 M4 号墳と M5 号墳から出土した馬具もこの頃に製作されたと
みられる。ただし報告者が既に指摘しているように，前者から出土した遊環をもつ環板轡 A 類は







～660 年）に位置づけられる馬具を，百済Ⅵ段階とする。麗水鼓洛山城貯水施設 1 と潭陽大峙里遺
跡ナ地区 4 号住居址から出土した馬具がこの段階に該当する。
前者は城内に設けられた直径約 5.2m，深さ 2.2m の石積みの円形貯水施設で，下層から泗沘期
を中心とする土器類などと共に環板轡 C 類が出土している［順天大学校博物館 2003］。環板轡 C 類
は高句麗Ⅵ段階（5 世紀後葉以降）に新たに出現する環板型式で［諫早 2008］，遼寧省桓仁五女山
城 JC 区や漢江流域の九里峨嵯山第 4 堡塁から類例が出土している（図 9）［成正鏞ほか 2007］。
後者は一辺 3～4m 程のカマドをもつ竪穴建物で，床面から瓶形土器や帯状把手付壺などの泗沘
様式土器と共に鉄木併用杓子形壺鐙が 1 対出土している［湖南文化財研究院 2004］。柄部と輪部は鉄
製で，輪部内面に付着する木質から輪部の内側に別造りの木製壺部を嵌め込み，鋲で固定したもの
















図 9　麗水 鼓洛山城出土馬具とその類例（S ＝ 1/4）
1：麗水 鼓洛山城　2：桓仁 五女山城 JC 区　3：九里 峨嵯山第 4 堡塁
図 10　潭陽 大峙里遺跡出土馬具とその類例（S ＝ 1/4）




















伏岩里 3号墳 96 年石室出土馬具　　羅州伏岩里 3 号墳は一辺 36～42 ｍの方台形墳で，4 基が現存






























倭との共通性も指摘されてきたが［金洛中 2001・2010］，同時期（内山敏行［1996］編年後期 1 段階）
の日本列島にはまだ覆金具をもつ鏡板轡が存在せず，倭からもたらされた可能性についてはまず排
除していいだろう。




図 11　朝鮮半島の覆金具をもつ鏡板轡（S ＝ 1/4，4・5 は縮尺不同）





されたとみる意見が有力である［柳昌煥 2004，金洛中 2010］。鑣轡（図 12-1）も，全周巻き技法の 3
連式銜に部分巻き技法の 1 條線引手を直接連結する特異なものだが，立聞用金具は百済Ⅲ段階に盛
行する板状掛留式［張允禎 2003］を採用している。近年その存在が明らかとなった壺鐙（図 12-4～6）







造山古墳出土馬具　　海南月松里造山古墳は直径 17m の円墳で，馬具（鉄地金銅張 f 字形鏡板轡，




鉄地金銅張剣菱形杏葉 3 点，鉄製輪鐙 1 対，無文の小型鋳銅鈴 4 点）は他の副葬品と共に横穴式石
































































































［2006］編年のⅢ-2～3 期（5 世紀末～ 6 世紀前葉）に位置づけられよう。
伏岩里 1号墳　　伏岩里 1 号墳は直径 17m，高さ 4.3m の円墳である。周溝の東区から土器類と共
に馬歯
（13）
が出土している［全南大学校博物館 1999］。土器の中には MT15 型式期の須恵器も含まれて


































ないようである［国立文化財研究所 2001：201］。遺存状態からみて 1 個体分の馬が埋葬されたと判
断されており，歯からみて成熟した（老いた）牡馬とみられるとのことである［国立文化財研究所
2001：209］。
高節里古墳　　務安高節里古墳は一辺 38m，高さ 3.8m の方台形墳である。埋葬施設は確認されて

















地域 遺　跡　名 出土位置 出土動物遺存体 出　　典
河南 廣岩洞２号石室墳 石室内 ウシ 世宗大学校博物館 2006
群山 山月里２号墳 石室内 ウマ 群山大学校博物館 2004
群山 山月里３号墳 石室内 ウマ 群山大学校博物館 2004
光州 仙岩洞２号墳 周溝 ウマ（ウシ［金建洙 2016］） 湖南文化財研究院 2012
羅州 伏岩里１号墳 周溝 ウマ（ウシ［金建洙 2016］） 全南大学校博物館 1999
羅州 伏岩里２号墳 周溝 ウマ，ウシ，イヌ 全南大学校博物館 1999
羅州 伏岩里３号墳１号石室 石室内 ウマ（ウシ？［金建洙 2016］） 国立文化財研究所 2001
務安 高節里古墳 墳丘内 ウマ 木浦大学校博物館 2002
光州 良瓜洞杏林葺石墳 石室内 ウシ 大韓文化財研究院 2013
咸平 馬山里１号墳 石室内 ウシ 金建洙 2016
霊巌 チャラボン古墳 石室内 ウシ，ブタ 大韓文化財研究院 2015







く認められるものの［兪炳一 2002，李俊貞 2013a など］，百済では栄山江流域を除くと，漢江流域の
河南廣岩洞 2 号墳（ウシ遺存体）や，錦江流域の群山山月里 2 号墳，3 号墳（いずれもウマ遺存体）

























































































なお葺石をもつ一辺 51m，高さ 9m の方台形墳である咸平金山里古墳から，馬形埴輪を含む埴
輪片が出土している。埋葬施設の調査はまだおこなわれていないが，報告者は中国陶磁や形象埴輪



















（ 2 ）――報告者は MT15 型式期の須恵器と共伴する福
岡県小正西古墳出土例との鏡板形態の類似に注目してい
るが［盧亨信 2017］，鏡板の全長は 15cm と小さく，田
中由理の鉄地金銅張ｆ字形鏡板分類に照らせば，初期
型式の一つであるⅠB 式の範疇に収まるものとみられる
［田中由 2004］。鉄製ｆ字形鏡板を 2 段階に編年した中條
英樹はその製作期間についてⅠ段階を TK208 型式期，



























は一致する［柳沢 2001，金洛中 2009 など］。
（ 7 ）――栄山江流域出土須恵器の評価については，［酒
井 2013］を参考にした。
（ 8 ）――蟾津江流域では南原酉谷里・斗洛里 32 号墳［全
北大学校博物館 2015］や順天雲坪里 M5 号墳から装飾
馬具セットが出土しているが，いずれも銀装であり，今
のところ金銅装は出土していない。
（ 9 ）――直径 2.2～2.5ｍ，深さ 0.5ｍの不整円形の竪穴
から，花盆形土器や鋳造鉄斧などと共に 4～5 歳と推定





式馬車」を 1輈 2 頭式の A 式と 2 轅 1 頭式の B 式に細
分した上で，新昌洞例が B 式であることを指摘し，朝
鮮半島北部の咸鏡南道金野郡（旧永興郡）所羅里土城例
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図 6：1-（釜山大学校博物館）［諫早 2011］，2-［松岡町教育委員会ほか 2005］より転載
図 7：1-［嶺南文化財研究院 2013］，2-［全北大学校博物館 1989］より転載
図 8：1-［成正鏞ほか 2006］，2-［慶尚大学校博物館 1998］，3-（国立清州博物館）［諫早 2010a］
図 9：1-（順天大学校博物館）［成正鏞ほか 2007］，2-［遼寧省文物考古研究所 2004］，3-（ソウル大学校博物館）［諫
　早 2008］
図 10：1-［湖南文化財研究院 2004］，2-［遼寧省文物考古研究所 2004］
図 11：1-［国立加耶文化財研究所 2016］，2-［湖巌美術館 1997］，3-［国立文化財研究所 2001］，4-（東京国立博物
　館小倉コレクション），5-［国立金海博物館 2014］
図 12：［金洛中 2010］より転載
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The Acceptance and Development of Horse Breeding in the Yeongsan 
River Basin
ISAHAYA Naoto
The toraijin (torai groups) were the people from overseas, especially from China and Korea, 
who settled in early Japan and introduced continental culture to the Japanese people. There is a 
predominant hypothesis that the toraijin from the Yeongsan river basin had a significant role to 
play at the beginning of horse breeding in the Japanese archipelago. The biggest problem with this 
hypothesis is that it mainly relies on the archeological references related to horses in the Japanese 
archipelago and the correlations at the level of ruins of the earthenware of the Yeongsan river 
basin lineage (produced). There is a definite lack of discussion of when and in what circumstances 
horse breeding began and how did it develop in the Yeongsan river basin. In this paper, we attempt 
to organize the current situation about the acceptance and development of horse breeding in the 
Yeongsan river basin. We compile archeological references related to horses excavated from the 
Jeollanam-do stretch with focus on the Yeongsan river basin, specifically horse trappings and horse 
remains.
We conducted a chronological analysis of horse trappings excavated from the Yeongsan river basin 
and ascertained that the period of appearance of horse trappings in the Yeongsan river basin was after 
the Ungjin period. The period dates back in the late 5th century, which is later compared not only to 
the other regions of Baekje or Silla and Gaya but also to Wa. Further, we clarify that the genealogy 
of the horse trappings was diverse and discuss that independent production in the Yeongsan river 
basin or the horse trappings did not appear under the centralized relationship with the central Baekje. 
We also conducted an examination of cases of appearance of horse remains, which indicates that the 
introduction of full-fledged breeding of horses in the Yeongsan river basin was after the Ungjin period. 
Additionally, the custom of sacrificing horses as part of a funeral ritual that appeared in the Yeongsan 
river basin was related not to the central Baekje but to Gaya, among others. Although the appearance 
of significant changes in the Yeongsan river basin society was during the period of the fall of Hanseong 
and the transfer of the capital to Ungjin as discussed based on various archeological references, the 
acceptance of horse breeding, at least, cannot be understood through a centralized relationship with 
the central Baekje. This indicates that relations with the various regions (various groups) of Gaya 
possibly have a more significant role to play.
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Thus, we clarify that the period of the introduction of horse breeding in the Yeongsan river basin 
was at a later date than what has been stated in the Japanese archipelago. Consequently, one ought to 
look for the place where the toraijin (torai groups) who introduced horse breeding to the Japanese 
archipelago lived previously that is in regions other than the Yeongsan river basin.
Key words: Three-Kingdoms Period, Yeongsan river basin, horse trappings, horse breeding, horse 
remains
